
 

外国人困窮者支援のいま 

―北関東医療相談会月間レポート：2022 年 5・６月版― 

 

 

■支援日誌 

□5 月 11 日「心臓の手術が必要な仮放免の中学生」 

 本日の毎日新聞夕刊に当会の記事が掲載されています。 

仮放免者の医療の疎外としてキジル・メメットさんの件が掲載されていいます。 

良かったのは埼玉協同病 MSW の課長がきっちりと話されていることです。入管の医療

体制が悪いのは何も収容者だけではありません。むしろ、仮放免者として収容を解かれて

からが問題です。 

キジル君は「発作性上室性頻拍」で脈拍が早くなる症状を呈します。手術費用は保険がな

ければ 150 万円以上と言われていますが、当会が間に入り、概ねそれ以上は高くならな

いと思います。耳の悪いチリ人に続いての対応となります。この後 4 人が控えています

ので多くの皆様のご支援と関心を必要とします。 

先週は、世界召命の日でした。私たちは、小さくされている者と歩むために召命されたの

です。そして主はいつも私たちと共に歩んでくださるのです。主は私の希望であり喜びで

す恐れることはなにもありません。 

 

 

 

 



□5 月 14 日「医療相談会を開催します！」 

 毎日見ていただきありがとうございます。久しぶりに太田市で医療相談会を 5 月 22 日

（日）に行います。コロナ下での開催ということで慎重していましたがとにかく前に進も

うと思っています。よろしくお願いします。 

ボランティアが不足しています。 

1：医師 1 名  

2：看護師 当座良いと思います。 

3：通訳者 ベトナム語、ミャンマー語。大丈夫なのは、英語、フランス語です。 

4：支援物資。お米はあります。その他食料と衣類。 

5：資金はできれば 5 千円ずつ光熱費で渡したいので、現在は 80 人として 40 万円ですが

当会から出せるか計算中です。 

多くのことが考えながらの開催となります。皆様御支援よろしくお願いします。 

ボランティアの受診者・交通費は確保しています。 

ご連絡お待ちしていますӇӈӉӊ  

 

 

 

 



□5 月 16 日「反貧困ネットワーク全国集会 2022『コロナ禍、3 年目生きさせろ』」 

セッション３機能不全の公助を困窮者支援の現場から問う 

⓵「生きていけない」外国人仮放免者の過酷な生活実態「仮放免者生活実態調査」報告 

長澤正隆さん（北関東医療相談会事務局長） 

⓶ミヤンマー仮放免者からの発言当事者 

⓷女性による女性のための相談会報告 

松元千枝さん（女性による女性のための相談会実行委員） 

⓸コロナ渦で浮き彫りになった格差・不合理を改善しよう。 

ひとりで苦しむ人が入る労組から 鈴木剛さん（全国ユニオン会長） 

 https://www.youtube.c om/watch?v= -ac8N5H_yfs&t=129s 

 

 

 

□5 月 17 日「医療相談会準備中！」 

 チラシが作成されました。ぜひ参加ください。なお当日は受診者、ボランティアには交通

費、昼食の支給があります。 

また、少ない予算から水道光熱費の支援として 5 千円を捻出しましょうということにな

りました。尚、対象は仮放免者・在留特別許可 3 ヶ月未満のかたに限定しています。すべ

てではありませんのでご容赦ください。仮放免証とパスポートのシールの提示が必要に

なります。 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=-ac8N5H_yfs&t=129s


□5 月 26 日「太田 医療相談会！」 

5 月 22 日（日）はご苦労様でした。写真と新聞を送ります。 

参加者は、受診した外国人は 70 人、国名はまだわかりません。日本人は 70 人、合計 140

人だということでした。ボランティアは 60 人でした。皆様お疲れまでした。 

今回は、最後の方でおひとり体調を崩された方がいました。御挨拶もせずに流れ解散とな

ったこともうしわけありませんでした。この方の後日談は別途報告させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



□5 月 30 日「耳の手術 84 万円」 

先週金曜日に耳の手術を行いましたペニャさんの手術代金 84 万円を振り込みました。そ

れまでに入管にから在留特別許可の申請をしていましたが、返事がありませんでした。こ

れからも返事があるとはおもえません。 

しかし、私たちはどうしてそうなったのか考えていきたいと思います。保険に入れること

ができればもう一人にお金が廻すことが出来るからです。入管にとっては痛くもかゆく

もない 84 万円です。在留資格を取られないための対応でもあるのかと思いました。 

 

 

注）「支援日誌」は長澤正隆 Facebookを基に修正加筆を行った。 



■支援状況 

□個別支援（アウトリーチ支援） 

・アミーゴスのメンバーで個別支援。    

 相談支援や医療支援、入管関係支援などを行う。  

 

□食料・生活必需品等の配布 

【5 月】 

・食料（米、おかず、野菜、調味料など）       108 件 

【6 月】 

・食料（米、おかず、野菜、調味料など）       109 件 

・衛生用品（マスク、石鹼、アルコール消毒液）    241 件 ※偶数月に 2 か月分送付 

 

□住居支援   

 ①群馬県高崎市に「めぐみアパート」3 部屋借り上げ。  

   仮放免のフィリピン人 2 人、イラン人 1 人が入居中。  

 ②埼玉県杉戸町に「すぎとの家」1 軒借り上げ。   

  現在、空室。 

 

 

 

 

編集：大澤優真 


